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大正5年1月29日
昭和7年3月
昭和12年3月
昭和15年10月
昭和18年9月
昭和21年4月
昭和23年7月
昭和24年6月
昭和32年7月
昭和34年10月
昭和37年3月
昭和41年5月
昭和41年8月
昭和43年8月-9月
昭和45年4月-56年3月
昭和45年7月-8月
昭和47年6月-7月
昭和50年5月-56年3月
昭和51年10月
昭和54年4月
昭和55年1月
昭和55年 1月-56年12月
昭和55年4月~現在
昭和55年6月
昭和56年4月1日
森井ふじ博士略歴
富山県東砺波郡井波町高屋123番地に生まれる
富山県立砺波高等女学校卒業
帝国女子薬学専門学校卒業
京都帝国大学理学部嘱託
京都帝国大学化学研究所嘱託
京都帝国大学理学部嘱託
教職員適格判定(京都大学教職員適格審査委員長〉
京都大学理学部雇
京都大学理学部教務員
京都大学理学部文部技官
京都大学より理学博士の学位を受ける(学位論文題目「海藻中のアルミ
ユウムと鉄の分布に関する研究J)
京都大学理学部助手
岡山大学農業生物研究所助教授(生物水質学部門〉
第17四国際陸水学会議における研究発表およびヨーロッパにおける陸水
学研究調査のためイスヲエルおよびヨーロッパ各国へ出張
岡山大学大学院農学研究科担当
第5回国際水質汚濁研究会議に出席するためアメリカ合衆国へ出張
第6回国際水質汚濁研究会議に出席するとともに.欧州の公害防止対策
事情の調査研究のためイスヲエルおよびヨーロッパ各国へ出張
岡山大学公害防止対策委員会委員
第8回国際水質汚濁研究会議に出席するとともに，河川水の研究調査の
ためオーストラリアおよびエュージーラ γ ドへ出張
日米合同化学会年会で研究発表のためアメリカ合衆国へ出張
岡山大学農業生物研究所教授(水質学部門〉
日本陸水学会評議員
財団法人大原奨農会評議員
ミズリ一大学主催の環境保健における微量物質についての第14四年次大
会での研究発表のためアメリカ合衆国へ出張
岡山大学教授停年退職
森井ふじ博士研究論文および著書目録
1.研 究蹟文
1.汀土の化学的研究(石橋雅義と共著).京都大学化学研究所講演集第18集:106-
108 (1949). 
2. Studies on the uti1zation of the shallow-water deposits. On the copper 
content of the shallow-water deposits at the seacoasts of the Ku 
peninsula and the other districts (with M. Ishibashi， S.Ueda and Y. 
Yamamoto). Records of Oceanographic Works in Japan. Special 
Number 2: 153-165 (1958). 
3.オキシン塩抽出による鉄，アルミユウム，マYガγの分離定量.日本化学雑誌 82: 
1507-1509 (1961). 
4.海藻中のアルミニウム含有量.日本化学雑誌 82:1510-1511 (1961). 
5.海藻中のアルミユウムおよび鉄の含有量について. 日本化学雑誌 83:77-81 
(1962). 
6. Chemical studies on the shallow-water deposits (with M. Ishibashi). Re-
cords of Oceanographic Works in Japan 6: 163-168 (1962). 
7. Chemical studies on the Ocean. Part 85. Chemical studies on the sea-
weeds. (11). Copper content in seaweeds (with M. Ishibashi and T. 
Yamamoto)・Recordsof Oceanographic Works in Japan. 6: 157-162 
(1962). 
8. Studies on the uti1zation of the shallow-water deposits. On the zirconium 
content of shallow-water deposits (with M. Ishibashi， S. Ueda and 
Y. Yamamoto). Records of Oceanographic Works in Japan 7: 37-46 
(1963). 
9. ポーラログラフ法による海草中の亜鉛，銅，鉛の同時定量(藤永太一郎，寒竹嘉彦
と共著).日本化学雑誌 83:1033-1035 (1962). 
10. Chemical studies on the Ocean. Part 94. Chemical studies on the seaweeds. 
(19). Determination of zinc， copper， lead， cadmium and nickel in sea-
weeds using dithizone extraction and polarographic method (with M. 
Ishibashi， T. Fujinaga， Y. Kanchiku and F. Kamiyama). Records of 
Oceanographic Works in Japan 7: 33-36 (1964). 
1.びわ湖生物資源調査団水質分析班中間報告(藤永太一郎，西篠八束，堀江正治，堀
太郎，布施慎一郎と共著).びわ湖生物資源調査団中間報告(一般調査の部): 
106-217 (1966). 
12. びわ湖生物資源調査団底質班中間報告(堀江正治，森川光郎と共著). びわ湖生物
資源調査団中間報告(一般調査の部): 218-268 (1鮪6).
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13. ノリの色と化学成分に及ぼす河川水の影響.有明海の乾ノリと筑後川との関係につ
いて(小林純，村本茂樹，浦上佳子，竹内佳子，河田昌子，小野圭子，川上
四郎，大屋千代子，大島嘉代子，原一恵と共著).木曾三川河口資源調査報告
第4号下:1505-1554 (1967). 
14.河川流量の変化と海洋への栄養塩供給量との関係(小林純，村本茂樹，浦上佳子，
栗原佳子，川上四郎，湯浅昌子，瀬戸圭子，原一恵と共著).木曾三川河口資
源調査報告第5号:1003-1007 (1968). 
15.伊勢湾奥部の水質について(小林純，村本茂樹，浦上佳子，栗原佳子，湯浅昌子，
川上四郎，瀬戸圭子，原一恵と共著).木骨三川河口資源調査報告第5号:
1008-1022 (1968). 
16.伊勢湾ノリ漁場の水質について(小林純，村本茂樹，中島進，浦上佳子，湯浅昌
子，栗原佳子，瀬戸圭子，川上四郎，重宗由美子，原一恵と共著).木曾三川
河口資源調査報告第5号:1023-1057 (1968). 
17.名古屋港高潮堤開口部の25時間観測による栄養塩の測定(小林純，村本茂樹，中
島進，浦上佳子，栗原佳子，瀬戸圭子，重宗由美子，)f1上四郎，原一恵と共
著).木曾三川河口資源調査報告第5号:1059-1114 (1968). 
18. ノリの色と化学成分に及ぼす河川水の影響.有明海の乾ノリの色と筑後川との関係
について(小林純，村本茂樹，浦上佳子，河田昌子，小野圭子，)11上四郎，大
屋千代子，大島嘉代子，原一恵と共著).木曾三川河口資源調査報告要旨解説
篇第4号:161-167 (1968). 
19. ノリの色と化学成分に及ぼす河川水の影響.有明海の乾ノリの化学成分と筑後JIと
の関係について(小林純，村本茂樹，浦上佳子，河田昌子，小野圭子，)f1上
四郎，大屋千代子，大島嘉代子，原一恵と共著).木曾三JI河口資源調査報告
要旨解説篇第4号:167-174 (1968). 
20.児島湖の水質ー1967(小林純，村本茂樹と共著).JIBP-PF児島湖群集生産研究経
過報告第1号:53-63 (1968). 
21.児島湖の水質ー1968(小林純，村本茂樹，中島進と共著).JIBP-PF児島湖群集
生産研究経過報告第2号:80-95 (1969). 
2.有明海の乾ノリの色と化学成分に及ぼす筑後川の影響(小林純，村本茂樹，浦上
佳子，栗原佳子，瀬戸圭子，)f1上田郎，原一恵と共著).水産庁筑後川調査報
告附属資料 8:1-76 (1969). 
23.瀬戸内地帯の水質の特徴と分布(小林純と共著).文部省科学研究費(特定研究，
水文学)，瀬戸内地帯における水資額の開発に関する総合研究報告書(研究代
表者，前川忠夫): 206-252 (1970). 
24.児島湖の水質一1969(小林純，村本茂樹，中島進と共著).JIBP幽PF児島湖群集
生産研究経過報告第3号:68-75 (1970). 
25.し尿中の無機成分に関する研究(第1報)(小林純，村本茂樹，中島進と共著).
用水と廃水 12: 635-642 (1970). 
26.群馬県安中市の製錬所に因る農作物などの重金属 (Cd，Pb， Zn)汚染について(小
林純，村本茂樹，中島進と共著).日本衛生学雑誌 25: 364-375 (1970). 
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27.倉敷)1，笹ヶ瀬川による児島湖への栄養塩供給量〈小林純，村本茂樹，中島進，
奥田節夫と共著). JIBP-PF児島湖群集生産研究経過報告第4号:53-59 
(1971). 
28.諏訪湖の重金属汚染について(小林純，村本茂樹，中島進と共著).用水と廃水
13 : 809-814 (1971). 
29.群馬県安中市の製錬所に因る農作物などの重金属 CCd，Pb， Zn)汚染について(小
林純，村本茂樹，中島進，瀬戸圭子，吉本智子と共著).農学研究 53:215-
228 (1971). 
30. Bagの垂下による WaterColumn中の栄養塩濃度の明暗による変化(小林純，
村本茂樹，中島進，奥田節夫と共著).JIBP-PF児島湖群集生産研究経過報
告第5号:50-53 (1972). 
31.群馬県安中市の亜鉛製錬所を中心とする土嬢中の Cd，Pb， Znの分布について(小
林純，村本茂樹，中島進，浦上佳子，西崎日佐夫と共著). 日本土壌肥料学
雑誌 44:471-485 (1973). 
32.児島湖底土中の重金属濃度および土獲溶液中の Cl含有量(小林純，村本茂樹，中
島進，西崎日佐夫，奥田節夫と共著).JIBP-PF児島湖群集生産研究経過報告
第6号:54-59 (1973). 
33. 日本人のし尿中の無機成分に関する研究(小林純と共著).文部省科学研究費〈特
定研究，水資源〉水質変化と水資源に関する基礎的研究(研究代表者，半谷高
久)昭和47年度総合報告書:4-16 (1973). 
34. Concentrations des ions inorganiques dans I'h臼lolymphede I'Escargot 
geant africain CAchatina fulica Ferussac) selon l'etat de nutrition 
Cavec H. Takeuchi， T. Morimasa， M. Kohsaka， et J. Kobayashi). Com-
ptes rendus d白 seanc回 dela Societe de Biologie 167 : 598-印12(1973). 
35. Amounts of inorganic ions and free amino acids in hemolymph and gang-
lion of the african giant snail， Achatina fuli伺 Ferussac(with M. Matsu: 
moto， T. Morimasa， H. Takeuchi， A. Mori， M. Kohsaka and J. Koba-
yashi)， Comparative Biochemistry and Physiology 48 : 465-470 (1974). 
36. Vertical distribution of trace metals (arsenic， cadmium， copper，lead， man-
ganese， and zinc) contained in a 200・metercore sample of the bottom 
sediments of Lake Biwa Cwith J. Kobayashi， S.Nakashima， H. Teraoka 
and S. Horie). In Paleolimnology of Lake Biwa and the Japanese 
Pleistocene (ed. by S. Horie) 2nd issue: 174-179 (1974). 
'37.琵琶湖湖底堆積物中のヒ索，カドミウム，鉛，亜鉛，銅，マンガン含有量について
(小林純，村本茂樹，中島進，寺岡久之，堀江正治と共著).陸水学雑誌 36: 
6-15 (1975). 
38.東南アジア諸国の河川水の化学的研究.インドネシア国の水質について(小林純，
村本茂樹，中島進，浦上佳子，西崎日佐夫，寺岡久之，太田景子，長尾憲人，
M. Badruddinと共著).昭和49年度文部省科学研究補助金(海外学術調査)
報告:1-32 (1975). 
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39. Removal of cadmium from polIuted soil with chelating agent EDTA (with 
J. Kobayashi and S. Muramoto). In Trace Substances in Environmental 
HeaIth-VIII (ed. by D. D. HemphiI): 179-191 (1975). 
40. Concentrations of arsenic. cadmium. copper. lead， zinc. manganese and 
iron in the voIcanic ash strata of the bottom sediment of Lake Biwa 
(with J. Kobayashi， S.Nakashima. H. Teraoka and S. Horie). In Paleo-
Iimnology of Lake Biwa and the Japanese Pleistocene (ed. by S. Horie) 
3 : 300-302 (1975). 
41. Horizontal distribution of trace metals (arsenic. cadmium， lead， zinc， copper， 
manganese and iron) contained in the upper Jayers of the bottom 
sediments of Lake Biwa (with J. Kobayashi， S.Nakashima， H. Teraoka 
and S. Horie). In Paleolimnology of Lake Biwa and the Japanese 
Pleistocene (ed. by S. Horie) 3: 303-305 (1975). 
42.農業用・排水の水質分析(小林純と共著). 倉敷市域における用・排水の実態と，
用水の需給・管理上の問題及び課題に関する総合的調査報告書 6ー21(1975). 
43.東北地方の河川水質について(小林純，村本茂樹，中島進，浦上佳子，西崎日佐
夫，寺岡久之，長尾憲人と共著).農学研究 55: 103-144 (1976). 
44.し尿中の無機成分に関する研究(第2報〉東北地方のし尿中の Ca，Mg， Na， K， P， 
CI. S， Mn， Fe， Cd， Cu， Zn， Ni， Pbの含有量について(小林純，村本茂樹，
中島進と共著).農学研究 55:161-176 (1976). 
45. Distribution of arsenic， cadmium， lead， zinc， copper， manganese， and iron ‘ 
contained in the bottom sediment of Lake Biwa (with J. Kobayashi， S. 
Muramoto， S. Nakashima， H. Teraoka and S. Horie). Ber. Ohara Inst. 
landw. Biol.， Okayama Univ. 16: 147-163 (1976). 
46. A new method for determining the aIkaIinity of food ash and the impor-
tance of alkaIinity in drinking water (with J. Kobayashi). In Trace 
Substances in Environmental Health-XII (ed. by D. D. HemphiI) : 481-
489 (1978). 
47.北海道地方の河川水質について(小林純，村本茂樹，中島進，浦上佳子，西崎日
佐夫，寺岡久之，長尾憲人と共著).農学研究 57: 17-54 (1978). 
48.食品中のナトリウム及びカリウムの定量法に関する研究.食品中の特殊成分分析法
の確立に関する総合研究.科学技術庁資源調査所報告書:342-350 (1978). 
49.塩酸溶液抽出後原子吸光分析による植物性食品中のナトリウムおよびカリウムの定
量法(堤忠一，小泉英夫，古川誠次，小林純と共著).食品総合研究所研究
報告 34: 132-140 (1979). 
50.農村地域水質広域管理計画調査報告(岡山県笹ケ顕地区・足守川流繊)(青山勲と
共著).1-199， 288-355頁.岡山大学農業生物研究所水質学部門，倉敷(1980).
51. A new titration method for determining the alkalinity in food ash and 
A study on heaIth effects of alkaIinity in food and drinking water 
(with J. Kobayashi). In Trace Substances in Environmental Health-XIV 
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(ed. by D. D. Hemphi1) : 265-279 (1980). 
52.海底および湖底堆積物中のリシ，ヒ素，カドミウム，鉛，亜鉛，銅，マシガンおよ
び鉄の分布について(中島進，西崎日佐夫と共著).農学研究 59:149-164 
(1981). 
53.食品中に含まれる24種の元素量および1日の元素摂取量について(寺岡久之，小林
純と共著).栄養と食糧 34: 221-239 (1981). 
54.児島湖における水質物質の分布と動態(青山勲，西崎日佐夫，浦上佳子と共著).
文部省環境科学特別研究児島湖集水域研究報告書ト25(1981). 
5.児島湖湖底堆積物中の重金属元素(鉄，マンガン，カドミウム，鉛，銅，亜鉛，コ
バルト，ユッケル，ヒ素〉およびリンの分別挙動(中島進，青山勲と共著).
文部省環境科学特別研究児島湖集水域研究報告書 75-91(1981). 
56.陸水の化学的研究(小林純，三宅幸子と共著).農学研究 59:171-188 (1982). 
57.琵琶湖湖底堆積物中のマンガン，鉄，ヒ素の蓄積機構(中島進と共著).農学研究
59 : 189-201 (1982). 
58.児島湖における水質の変動特性(青山勲，西崎日佐夫，浦上佳子と共著).農学研
究 59: 203-227 (1982). 
1.著書
1.水質の化学分析法(小林純と共著).陸水生物生産研究法(陸水生物生産測定方法
論研究会編).475-489.講談社，東京(1969).
2. 日本人のし尿ー東北地方のし尿の無機成分(小林純と共著).汚染水質機構(半谷
高久編).201-214.共立出版，東京(1973).
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